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蚕 ぶ ん 施 用 に よ る ダ イ コ ン立 枯 れ 発 生 軽 減 効 果

第 1報 蚕ぶん施用がダイコンの発芽・生育と立枯れに及ぼす影響
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1 は じ め に

1986年 ,蚕ぶんを施用することにより,桑の自紋羽病 ,

紫紋羽病及び リゾクトニア菌 (R″ :=。″。
"j′

,′′α″ )に よ

るダイコンの立枯れ病発生の軽減効果が,松崎ら1)によっ

て報告されているが,病害発生の軽減機構については,ま

だ解明するまでには至ってない。

本報は蚕ぶんの施用とダイコンの発芽・生育及びリゾク

トニア菌による立枯れ発生の関係を調べ,こ の発生軽減の

機構を解明しようとしたものである。

2試 験 方 法

1/5,000α ボットを用いて,表 1に 示す資材を組合せた

12試験区を設定した。なお,接種病菌はオー トクレープで

滅菌したエンパク種子にリゾクトニア菌を接種し,25℃ で

約 2週間培養したものである。

表 1 試験区の構成

次に調査終了時のポットの土壌を詰め直し,直ちに2回

目の播種を行い,Ful様 にして試験開始28日後に 3回 日の播

種を行い,ヽ ずヽれも4反復で実施した。

試験B: 蚕ぷん施用 6週間後播種は,ボ ットに各資材

を詰めて 6週間放置後,新たに病菌接種のエンパク種子を

加え,試験Aと 同様の播種と調査を行った。

試験C: 試験A,Bの繰 り返 し再試験は,試験時期を

変えて上記試験と同様の播種と調査を 5反復で行った。

3 結果及び考察

試験A: 蚕ぶん施用当日播種,更に14日間隔で 2、 3

回目の播種を行った場合のダイコンの発芽・生育を図 1に

示した。 1回目播種の結果は,対照の 1, 2区に比べて病

菌を加えた 3区以下の発芽数は低く,最高でも50%程度で

あったが,蚕ぷん施用区は無施用区に比べて高く,蚕ぷん

施用の効果が認められた。

図1 蚕ぶん施用当日播種試験区
における発芽 生育
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試験A: 蚕ぶん施用当日播種は,ダイコン種子 (耐病

総太り)をボット当り10粒播き,発芽状態を調べると共に
,

播種14日後のダイコンの生育と枯死数・罹病数を 5反復で

調査した。なお,枯死数については,接種病菌による枯死

と,そ れ以外の原因で枯死 したとみられる個体を含む。
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2回 目播種の結果では, 1回 目播種に比べて発芽数が上

昇 し,枯死数が少なく,特に稲わら施用の 5～ 10区 は著 し

く発芽数が多い。 しかし,蚕ぶん施用との関連では3,4
区を除き,蚕ぶん施用区の発芽が若干劣る傾向を示した。

次に3回目播種では, 1,2回 目播種に比較して発芽数

は一段と多くなり,対照区及び蚕ぶん施用の有無の間には

大差がなかった。また,調査終了時に土壌中のエンバク種

子を採取し,病菌の活性を調べた結果,10,12区のみに若

千の活性が認められたが,他区はほとんど活性が失われて

いた。

図2に生育苗の茎葉の長さ・重さを示 したが,長 さは2,

3回 目播種,重さでは3回 目播種の蚕ぶん施用区で明らか

に劣った。

試験B: 蚕ぶん施用 6週間後播種の 1回 目播種結果に

ついてのみ図3に 示した。

発芽数は稲わら施用区が多く,枯死数では蚕ぶん施用区

で少ない傾向がみられた。 2, 3回 目播種の結果について

は,表示してないが,発芽数は更に上昇し,対照区及び蚕

ぶん施用の有無に差異はみられなかった。茎葉の長さ。重

さは,3回の播種結果を総括すると長さ・重さともに蚕ぶ

ん施用区が劣り, 1～ 3回 目播種の順に低下した。なお
,

2回 目播種の 3区を除く蚕ぶん無施用区にキスジノミハムシ

幼虫による根部食害がみられ,被害が蚕ぷん無施用区に集

中したことは,施用有機物との関連で興味ある事証であっ

た。

試験C: 試験A,Bの繰 り返 し再試験のうちから, 1

回目播種の結果についてのみ図4に 示した。
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図 2 蚕ぶん施用当日播種試験区におけ
茎葉の長さと重さ

注 。 ●長さ □ 重さ

図4 蚕ぷん施用当日播種試験区における
発芽 生育 (再試験 )

注.圏キ[ュ貴盲数 目菫響
数

発芽数は蚕ぶん施用区が多く,枯死数では区間の変動が

大きいが,発芽数に対する枯死の割合でみると,蚕ぶん施

用区力糧 く,蚕ぶん施用の効果が認められた。茎葉の長さ。

重さには一定の傾向はみられなかった。なお,2,3回 目

播種,蚕ぶん施用 6週間後播種は,各調査項目とも対照区

に比べて大差がなかった。
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蚕ぶん施用がダイコンの発芽・生育と立枯れ発生に及ぼ

す影響について調べた結果, リゾクトニア菌による立枯れ

発生は蚕ぶん施用の初期に軽減される傾向にあった。 しか

し,同時にダイコンの発芽・生育の抑制も伴った。また
,

稲わら施用に関して,蚕ぶん施用当日播種と蚕ぷん施用 6

週間後播種で効果が認められ,今後の検討が必要である。
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図下 :。 長さ

図 3 蚕ぶん施用 6週間後播種試験区
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